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［特集］ 
●下水道 旅する水の お医者さん 

人形劇フェスタ２００３ 
台風が次第に近づく中 
浜井場小体育館は観客で満員 
元気いっぱい演じる子どもたちの 
澄んだ声が響きわたります 



台
所
排
水
が 

家
庭
か
ら
の
汚
れ
の
ト
ッ
プ 

私
た
ち
の
住
む
飯
田
市
を
「
い
つ
ま
で
も
美
し
い
街
と
し
て
残
し
た

い
」
、
そ
れ
は
市
民
だ
れ
も
が
願
っ
て
い
る
こ
と
で
す
。 

市
で
は
、
快
適
な
生
活
環
境
と
水
質
の
保
全
を
め
ざ
し
て
、
平
成
25
年

ま
で
に
全
世
帯
を
水
洗
化
す
る
「
下
水
道
整
備
基
本
計
画
」
を
策
定
し
、

推
進
し
て
い
ま
す
。
具
体
的
に
は
、
地
域
ご
と
に
「
公
共
下
水
道
（
特
環

含
む
）
」
「
農
業
集
落
排
水
事
業
」
そ
し
て
「
合
併
処
理
浄
化
槽
」
の
３

種
類
の
手
法
を
使
い
分
け
、
整
備
を
進
め
て
い
ま
す
。
現
在
、
下
水
道
普

及
率
は
73
・
３
％
と
な
り
ま
し
た
。 

住
宅
や
工
場
か
ら
の
排
水
を
水
洗
化
し
、
魚
や
ホ
タ
ル
の
住
め
る
河
川

環
境
を
よ
み
が
え
ら
せ
ま
し
ょ
う
。
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。 

下
水
道
が
使
用
で

き
る
区
域
で
は
、
雑

排
水
は
直
ち
に
、
ト

イ
レ
は
３
年
以
内
に

水
洗
化
す
る
よ
う
法

で
定
め
ら
れ
て
い
ま

す
。 市

で
は
、
下
水
道

本
管
工
事
が
完
成
し

た
と
き
、
速
や
か
に

接
続
い
た
だ
け
る
よ

う
、
各
種
支
援
制
度

を
設
け
て
い
ま
す
。 

公
共
下
水
道
は
、
私
道
部
分
（
一
部
公
道
を
含
む
）
の
工

事
に
つ
い
て
は
、
原
則
と
し
て
下
水
道
を
使
用
す
る
皆
さ

ん
が
個
人
で
行
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。 

し
か
し
、
既
存
の
住
宅
３
戸
以
上
の
方
が
共
同
で
位
置

指
定
道
路
等
へ
敷
設
す
る
場
合
に
は
、
工
事
費
の
一
部
を

負
担
い
た
だ
く
こ
と
と
、
す
ぐ
に
宅
内
を
水
洗
化
す
る
こ

と
を
条
件
に
、
市
で
下
水
道
の
工
事
を
行
い
ま
す
。  

（
工
事
着
手
は
、
申
請
さ
れ
た
全
員
の
方
が
確
認
申
請
書

を
提
出
し
た
後
と
な
り
ま
す
） 

引
込
管
制
度 

お
住
い
の
土
地
が
地
形
的

に
低
く
、
汚
水
を
自
然
流
下

さ
せ
る
こ
と
が
出
来
な
い
た
め
、

排
水
ポ
ン
プ
を
設
置
し
て
使

用
さ
れ
る
方
に
は
、
工
事
費

の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。 

低
宅
地
排
水
ポ
ン
プ 

設
置
費
補
助
制
度 

下
水
道
に
接
続
す
る
た
め
の

下
水
道
に
接
続
す
る
た
め
の 

補
助
制
度

補
助
制
度 

下
水
道
に
接
続
し
ま
し
ょ
う

下
水
道
に
接
続
し
ま
し
ょ
う 

下
水
道 

旅
す
る 

の 

お
医
者
さ
ん 

下
水
道
は
正
し
く
使
い
ま
し
ょ
う 

下
水
道
は
、
日
ご
ろ
、
あ

ま
り
私
た
ち
の
目
に
触
れ
る

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、

私
た
ち
の
日
常
生
活
や
産
業
・

経
済
の
活
動
に
よ
っ
て
出
さ

れ
る
汚
れ
た
水
を
、
自
然
や

都
市
の
中
に
拡
散
し
な
い
よ

う
に
集
め
、
微
生
物
等
を
使

っ
て
き
れ
い
に
し
、
自
然
に

返
し
て
い
る
の
で
す
。 

下
水
道
整
備
計
画
区
域
外
は 

合
併
処
理
浄
化
槽
を 

下
水
道
整
備
計
画
区
域
外
は 

合
併
処
理
浄
化
槽
を 

合
併
処
理
浄
化
槽
を 

設
置
す
る
た
め
の
補
助
制
度 

市
の
下
水
道
整
備
基
本
計
画

で
、
下
水
道
の
整
備
計
画
の
な

い
地
域
に
設
置
す
る
場
合
、
補

助
金
を
支
給
し
ま
す
。 

要
件
を
満
た
し
た
合
併
処
理

浄
化
槽
を
設
置
し
た
り
、
設
置

さ
れ
た
専
用
住
宅
を
購
入
す
る

方
が
補
助
の
対
象
と
な
り
ま
す
。 

補
助
額
は
設
置
す
る
浄
化
槽

の
大
き
さ
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
。

例
え
ば
、
一
般
的
な
７
人
槽
の

場
合
、
60
万
円
で
す
。 

水
洗
化
工
事
に
か
か
る
費
用
見
積
額
の
８

割
を
限
度
に
、
10
万
円
か
ら
１
０
０
万
円
の

範
囲
で
貸
付
あ
っ
せ
ん
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

そ
し
て
、
借
受
け
た
資
金
に
対
し
、
年
利

率
の
２
分
の
１
（
限
度
４
％
）
を
市
が
補
給

し
ま
す
。 

貸
付
あ
っ
せ
ん
と 

利
子
補
給
制
度 

■各補助等の詳細は、お気軽におたずねください 

下
水
道
に
接
続
す
る
た
め
の 

補
助
制
度 

下
水
道
に
接
続
し
ま
し
ょ
う 

９
月
10
日
は
下
水
道
の
日 

１人が 
１日に排水する 
「汚れ」の内訳 

水
は
、
山
か
ら
川
と
な

っ
て
流
れ
出
し
、
海
に

注
ぎ
、
蒸
発
し
て
雲
に

な
り
、
雨
と
な
っ
て
再

び
山
に
注
ぐ
旅
を
続
け

ま
す
。
川
の
流
れ
の
途

中
で
水
を
使
う
私
た
ち
は
、

下
水
道
設
備
で
汚
し
た

水
を
浄
化
し
、
旅
の
途

中
に
返
し
て
い
ま
す
。 

平
成
15
年
度 

下
水
道
推
進
標
語 

下水道管の 
敷設 

合併処理浄化槽　７人槽 

合併処理浄化槽　30人槽 

本管 

引込管 

　
合
併
処
理
浄
化
槽
は
、
河
川
へ
流
れ
る
生
活

排
水
の
汚
れ
を
、
簡
易
浄
化
槽
に
比
べ
約
10
分

の
１
〜
40
分
の
１
以
下
に
浄
化
し
ま
す
。 

２〔広報いいだ〕2003.9.1



台
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下
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は
正
し
く
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い
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下
水
道
は
、
日
ご
ろ
、
あ

下
水
道
は
、
日
ご
ろ
、
あ

ま
り
私
た
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の
目
に
触
れ
る

ま
り
私
た
ち
の
目
に
触
れ
る

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し

し
か
し
、

私
た
ち
の
日
常
生
活
や
産
業
・

私
た
ち
の
日
常
生
活
や
産
業
・

経
済
の
活
動
に
よ
っ
て
出
さ

経
済
の
活
動
に
よ
っ
て
出
さ

れ
る
汚
れ
た
水
を
、
自
然
や

れ
る
汚
れ
た
水
を
、
自
然
や

都
市
の
中
に
拡
散
し
な
い
よ

都
市
の
中
に
拡
散
し
な
い
よ

う
に
集
め
、
微
生
物
等
を
使

う
に
集
め
、
微
生
物
等
を
使

っ
て
き
れ
い
に
し
、
自
然
に

っ
て
き
れ
い
に
し
、
自
然
に

返
し
て
い
る
の
で
す
。

返
し
て
い
る
の
で
す
。 

私
た
ち
が
１
人
１
日
に
排
出

す
る
生
活
排
水
中
の
汚
濁
負
荷

を
Ｂ
Ｏ
Ｄ
（
生
物
化
学
的
酸
素

要
求
量
）
で
表
す
と
、
台
所
排

水
が
18
ｇ
（
45
％
）
と
圧
倒
的

に
高
く
、
ト
イ
レ
13
ｇ
（
32
・

５
％
）、
そ
の
他
（
洗
濯
・
風
呂
）

９
ｇ
（
22
・
５
％
）
と
な
り
ま
す
。 

デ
ィ
ス
ポ
ー
ザ
ー
は
、
流

し
台
の
中
に
設
置
し
、
野
菜

く
ず
や
魚
の
骨
な
ど
、
台
所

の
生
ご
み
を
砕
い
て
、
水
と

い
っ
し
ょ
に
下
水
道
に
流
し

込
む
機
械
で
す
。 

最
近
、
訪
問
販
売
で
デ
ィ

ス
ポ
ー
ザ
ー
を
推
奨
す
る
業

者
が
あ
り
ま
す
が
、
台
所
排

水
を
Ｂ
Ｏ
Ｄ
換
算
で
２
・
５
倍

以
上
悪
化
さ
せ
、
処
理
場
や

合
併
浄
化
槽
の
処
理
能
力
も

低
下
さ
せ
て
し
ま
い
ま
す
。 

 

飯
田
市
で
は
、
生
ご
み
は
「
燃

や
す
ご
み
」
と
し
て
扱
い
、｢

デ

ィ
ス
ポ
ー
ザ
ー｣

の
使
用
は
条

例
に
よ
っ
て
禁
止
し
て
い
ま
す
。 

宅
内
の
排
水
設
備
工
事

は
、
一
定
水
準
以
上
の
技

能
を
有
し
て
い
る
こ
と
を

市
が
認
定
し
た
工
事
店
し

か
行
う
こ
と
が
で
き
ま
せ

ん
。 工

事
に
関
し
て
は
こ
れ

ら
の
指
定
工
事
店
一
覧
か

ら
お
選
び
い
た
だ
き
、
依

頼
し
て
く
だ
さ
い
。 

デ
ィ
ス
ポ
ー
ザ
ー
の 

　
　
　
使
用
は
禁
止
で
す 

料
理
で
使
っ
た
後
の
油
を 

下
水
道
管
に
流
さ
な
い
で 

使
用
済
み
の
食
用
油
を
ス
プ
ー

ン
１
杯
（
10
㏄
）
流
し
た
だ
け

で
も
、
２
立
方
メ
ー
ト
ル
（
風

呂
桶
６
・
６
杯
分
）
に
薄
め
な
け

れ
ば
、
コ
イ
や
フ
ナ
の
す
め
る

水
質（
Ｂ
Ｏ
Ｄ
５
㎎
／
リ
ッ
ト
ル
）

に
な
り
ま
せ
ん
。 

油
を
下
水
道
管
に
流
す
と
、

管
に
付
着
し
て
流
れ
に
く
く
な
っ

た
り
、
詰
ま
っ
た
り
し
ま
す
。
使
っ

た
後
の
油
は
処
理
パ
ッ
ク
な
ど

を
使
っ
て
固
形
化
す
る
か
、
あ

る
い
は
新
聞
紙
な
ど
を
使
っ
て

油
を
吸
収
し
、
「
燃
や
す
ご
み
」

の
ル
ー
ル
に
従
っ
て
出
し
ま
し
ょ

う
。 

工
事
は
指
定
工
事
店
で 

ご
家
庭
の
浄
化
槽
は
、

元
気
で
す
か
？
ブ
ロ
ワ
は

動
い
て
ま
す
か
？ 

浄
化
槽
は
、
日
ご
ろ
の

維
持
管
理
が
大
変
重
要
で

す
。「
管
理
者
に
任
せ
て
あ

る
か
ら
」
と
任
せ
き
り
に

な
ら
ず
、
放
流
口
を
の
ぞ

い
て
き
れ
い
な
水
か
確
認

し
て
み
て
く
だ
さ
い
。 

ま
た
、
浄
化
槽
が
「
お

か
し
い
な
」
と
思
っ
た
ら

管
理
業
者
に
相
談
し
て
く

だ
さ
い
。 

上
手
に
使
っ
て
、
き
れ

い
な
水
を
川
に
返
し
ま
し
ょ

う
。 

下水道　旅する水の　お医者さん 

10
月
１
日
は 

　
浄
化
槽
の
日 下

水
道
整
備
計
画
区
域
外
は 

合
併
処
理
浄
化
槽
を 

高本建設(株) 
明和工業(株) 
(有)家庭風呂ｾﾝﾀｰ松村 
飯田機工(株) 
飯田工業(株) 
(株)タイシン工業 
ダイワ設備(株) 
アクセス 
伊藤設備工業(有) 
(株)大成工業 
(株)シノダ設備 
(株)松好屋 

(株)東設 

(有)冨士設備 
(有)旭管工 
(株)トライネット 
(有)福井機工 

小池建設(株) 
田中工業(有) 
二吉建設(株)

(有)ワカバヤシ 
(有)小笠原鋼業 
(株)下平組 
(株)内山組 

(株)カリス 

三笠設備(株) 
(有)飯田ハマネツ 
高島建設(株) 
みなみ信州農業協同組合 
竜西建設(株) 
(有)環境システム 
宮島住設 

吉川工業(株)

(有)ハーモニアース原 

村沢設備 
(有)コスモ建設 

クリード(株)飯田支社 
飯伊設備(有) 
奥田興業(有) 
(有)山口技工 
(有)共栄設備 
(有)若林管工 
(有)伊賀良設備 
(有)長谷部住設 
信州設備工業(有)

(有)北沢水道設備 
(有)大豊設備 
飯田給排水故障修理(有) 
(有)大原管工 
(有)川田設備 
(有)アスビックス 
(有)宮下管工 
酒井ホームサービス 

(有)登工事店 
上郷管工(有) 
タダマ設備(有) 
(株)カミコウ 
協和設備(有) 
天竜水道(有) 
(有)中央住設 
(有)伊久間管業 
(株)飯田ボイラー 
井坪設備工業(有)

(24)2135 
(24)6677 
(22)5130 
(22)1933 
(22)6346 
(23)5424 
(22)2382 
(22)3553 
(23)3474 
(52)2230 
(23)5752 
(24)2888

(23)6211

(24)2424 
(24)2121 
(53)3366 
(24)8121

(28)8100 
(29)8327 
(29)8222

(29)7513 
(29)7113 
(29)7128 
(29)7032

(59)2131

(26)9347 
(26)7000 
(26)7255 
(26)6633 
(26)7950 
(26)9748 
(26)6122

(26)9041

(28)7111

(25)2450 
(25)6861

(25)7078 
(25)2398 
(25)3043 
(28)1250 
(25)6662 
(25)7297 
(25)7940 
(25)8848 
(25)8662

(22)0765 
(23)1598 
(22)3527 
(24)7932 
(23)7087 
(53)5871 
(23)2721 
(21)7387

(22)6169 
(53)6540 
(24)6951 
(23)6159 
(22)5839 
(23)1291 
(24)2843 
(23)3570 
(23)0211 
(22)4023

日幸設備(株) 
(有)高森設備 
広域工業(株) 
南信冷熱工業(有
) 
(有)神和創建 
ウチヤマ設備 
(有)菅沼燃料設
備 
(有)宮下設備 
(有)タナダ工業 
(有)たかはし設備工業 
メイコー設備(有
) 

(35)5177 
(35)6110 
(35)5733 
(35)4010 
(34)1126 
(33)4517 
(33)2065 
(33)4122 
(35)4550 
0265(88)1025 
0260(27)2260 
0260(32)2026 
(23)0378

高森町 
高森町 
高森町 
高森町 
松川町 
喬木村 
喬木村 
喬木村 
豊丘村 
中川村 
下条村 
天龍村 
通り町 

■問合せ　水道環境部　下水道課　1(22)4511　内線5287

台
所
排
水
が 

家
庭
か
ら
の
汚
れ
の
ト
ッ
プ 

下
水
道
は
正
し
く
使
い
ま
し
ょ
う 松尾浄化センター 

下
水
道
は
、
日
ご
ろ
、
あ

ま
り
私
た
ち
の
目
に
触
れ
る

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、

私
た
ち
の
日
常
生
活
や
産
業
・

経
済
の
活
動
に
よ
っ
て
出
さ

れ
る
汚
れ
た
水
を
、
自
然
や

都
市
の
中
に
拡
散
し
な
い
よ

う
に
集
め
、
微
生
物
等
を
使

っ
て
き
れ
い
に
し
、
自
然
に

返
し
て
い
る
の
で
す
。 

１人が 
１日に排水する 
「汚れ」の内訳 

１人が 
１日に排水する 
「汚れ」の内訳 

北沢建設㈱ 
神稲建設㈱ 
㈱三六組 
㈱シノダ 
第一公害プラント㈱
中部環境整備㈱ 
長豊建設㈱ 
㈱ナビテック 
㈱原鉄 
㈲伊賀良設備 
㈲大原管工 
㈱カリス 
㈲環境システム 
㈲共栄設備 
㈱下平組 
㈲タナダ工業 
㈲中央住設 
天竜水道㈲ 
㈱東設　 
㈲家庭風呂センタ－松村 
村沢設備 
㈱山屋飯田営業所 
システム管理㈱ 
高島建設㈱ 
㈲ハ－モニア－ス原 
三笠設備㈱ 
高本建設㈱ 

(23)0072 
(52)6211 
(22)4588 
(22)2880 
(23)1121 
(24)3900 
(52)1616 
(24)0505 
(24)1204 
(25)7940 
(24)7932 
(59)2131 
(26)9278 
(25)6662 
(29)7128 
(35)4550 
(24)2843 
(23)1291 
(23)6211 
(22)5130 
(25)2450 
(24)5348 
(43)4551 
(26)7255 
(28)7111 
(26)9347 
(24)2135

合併処理浄化槽 
施工・管理業者 

●施工業者 
★施工・管理業者 

★ 
★ 
★ 
★ 
★ 
★ 
★ 
★ 
★ 
★ 
★ 
★ 
★ 
● 
★ 
★ 
● 
● 
★ 
● 
● 
● 
★ 
● 
★ 
★ 
● 

ブロワ 

平成15年8月1日現在 

トイレ 
32.5％ 

台所 
45％ 

風呂や 
洗濯 
22.5％ 

飯田市下水道排水設備指定工事店一覧 
鼎 

上　郷 

市　外 下久堅 

上久堅 

千　代 

竜　丘 

川　路 

三　穂 

山　本 

伊賀良 

橋北 橋南 羽場 丸山 東野 

座光寺 

松　尾 
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いいだの 夏 
2003

いいだの 夏 
2003

背景は上久堅「ひまわり夢回廊」 

下久堅保育園 

名古熊神社 

中村会館 

人形劇団 
プーク 

デフ・パペットシアター・ひとみ 

御
座
敷
芸
の
競
演 

山本小体育館 
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特集　カメラルポ シティアングル 

ひょうたん島がやってきた！ 
フェスタオープニング 

わいわいパレード 

り ん ご ん 



養
生
訓 

現
代
版 

現
代
版 

トーク 

　
ま
さ
か
口
の
中
に
癌
が
で
き

る
な
ん
て
、
と
言
わ
れ
る
方
も

お
ら
れ
る
と
思
い
ま
す
が
、
口

の
中
に
も
癌
は
例
外
な
く
発
生

し
、
全
悪
性
腫
瘍
の
約
２
％
を

占
め
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

内
訳
で
は
、
舌
が
約
半
数
と
最

も
多
く
、
以
下
、
歯
肉
、
口
底
、

頬
粘
膜
、
硬
口
蓋
、
口
唇
と
続
き

ま
す
。 

　
一
般
的
な
原
因
と
し
て
は
、

遺
伝
要
因
、
化
学
物
質
（
大
気
汚

染
、
食
事
、
医
薬
品
）、
放
射
線
、

ウ
ィ
ル
ス
、
習
慣
（
喫
煙
、
飲

酒
）
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
、
誘
因
と

し
て
は
、
歯
あ
る
い
は
補
綴
物

に
よ
る
粘
膜
の
慢
性
的
な
刺
激

と
喫
煙
が
挙
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。 

初
期
に
は
、
一
見
口
内
炎
で
あ

る
か
の
よ
う
に
発
生
し
、
飲
食

物
が
し
み
る
程
度
の
こ
と
が
多

い
の
で
す
が
、
時
間
が
経
過
し

て
も
消
失
せ
ず
、
徐
々
に
痛
み

が
増
強
し
、
表
面
か
ら
の
出
血
、

周
囲
組
織
へ
の
浸
潤
、
頚
部
リ

ン
パ
節
へ
の
転
移
等
の
進
行
を

示
し
ま
す
。 

　
治
療
法
と
し
て
は
、
外
科
療

法
、
放
射
線
療
法
、
化
学
療
法
、

こ
れ
ら
の
２
者
、
３
者
の
併
用

療
法
が
あ
り
ま
す
。
基
本
的
に

は
病
変
の
切
除
が
必
要
に
な
る

こ
と
が
多
く
、
特
に
病
変
が
大

き
い
も
の
や
リ
ン
パ
節
転
移
の

認
め
ら
れ
る
症
例
な
ど
で
は
、

放
射
線
療
法
と
化
学
療
法
の
併

用
が
行
わ
れ
ま
す
。
口
腔
は
他

臓
器
と
は
異
な
り
、
発
音
、
そ

し
ゃ
く
、
嚥
下
な
ど
の
機
能
や

審
美
性
と
い
っ
た
特
殊
な
条
件

が
加
わ
る
た
め
、
大
き
く
切
除

し
た
場
合
や
部
位
に
よ
っ
て
は
、

皮
膚
、
筋
肉
、
骨
な
ど
の
移
植
が

し
ば
し
ば
必
要
に
な
り
ま
す
。 

　
最
後
に
予
防
法
で
す
が
、
発

生
原
因
に
も
挙
げ
ま
し
た
喫
煙

や
飲
酒
を
ひ
か
え
、
口
腔
清
掃

に
留
意
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

口
腔
内
に
異
常
が
認
め
ら
れ
た

と
き
に
は
、
早
め
に
口
腔
の
専

門
医
で
あ
る
「
か
か
り
つ
け
歯

科
医
院
」
に
相
談
す
る
こ
と
を

お
勧
め
し
ま
す
。 

 

市立病院　歯科口腔外科 
宮澤　英樹　医師 

口
腔
癌
に
つ
い
て 

　年をとっても、障害をもっても、痴呆になっても、

住み慣れた地域で自立した生活が送れるよう、民家

などの家庭的な雰囲気の中で少人数の高齢者を預か

る「宅老所」が注目されています。 

　宅幼老所「おいなんよ」は、高齢者だけでなく幼

児や障害者の方も一緒の時間を過ごします。2年前

に有志が集まって本町で始めました。今年4月に桜

町の民家に移転し、段差の解消や手すりの設置など、

高齢者が利用しやすいように改修しました。また、

ＮＰＯ法人（特定非営利活動法人）の認証を取得す

るとともに、7月には介護保険事業所の指定も取って、

介護保険のケアプランに基づいた通所介護サービス

も行っています。 

　「おいなんよ」では、地域の方々に支えられながら、

家庭的な雰囲気の中で、元気な方は台所でお手伝い

をしたり、趣味の活動や四季折々の行事を取り入れ

ながら、自分で出来ることは自分で出来るように、

自由にその人らしく過ごしていただいています。 

　お近くにお寄りの節は、一度おいなんよ。 

住み慣れた地域で自立を 

宅幼老所おいなんよ 施設の紹介 

■問合せ　宅幼老所おいなんよ　1（53）4355

こ
う
こ
う
が
い 

  

ほ  

て
い 

え
ん   

げ 
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日ごろ感じていること、市政に対するご意見・ご質問、 
「広報いいだ」の感想など、広報広聴係までお寄せください。 

トーク や ま び こ 

　私の夢はシンクロナイズドスイミング

のせん手になることです。 

　この前、映画で見たのだけれど、ウォー

ターボーイズの人たちがやっていたよう

なイルカになって泳ぎたいからです。 

　私は泳ぐのがすきだし、気持ちよく泳い

でいたので、たくさん練習してウォーター

ボーイズの人たちのように泳ぎたいと思

います。 

　夏休み中のプールでも少しずつ練習で

きたらいいな、大人になってもこの夢を持

ち続けたいなと思っています。 

私の夢 
山口莉歩 さん（千栄小６年） 

今頑張っていること 
　絹生地に、一筆一筆彩色していく手描友禅にひかれ、また

幸運にも飯田でこの仕事をしている工房を見つけて修業する

ことができ、例えですが、生まれた子が成人を迎えてしまっ

たくらい、この仕事に携わっています。 

　キャリアばかり重ねて、さぞベテランと思われてしまいま

すが、未だに自分が彩色し

た反物が返品されてくる

夢にうなされている私で

す。これからも、そんな夢

にうなされながらも、真摯

にこの仕事を頑張り続け

たいと思います。 

伊藤千恵子 さん（東野） 

夢が広がる　ひまわり夢回廊 

　昨年から、地域住民や国際ワーク
キャンプ事業で地域内に滞在している
外国人大学生などが参加して、ウッド
チップを使った巨大回廊の植樹帯にひ
まわりの種を植え、育て、巨大迷路を
作っています。 
　参加された地域の方は、「上久堅に
また一つ、夢が広がりました。ひまわ
り夢回廊です。夏の太陽に向かって大
きく羽ばたく様に咲く、ひまわりを見
ていると、これからの私たちの未来を
明るくバラ色にしてくれるような気分
になります。 
　老若男女を問わず上久堅の多くの人
たちが、除草、種まきに参加し、同じ
目的に向かって努力している姿に、何
かほのぼのとしたものを感じました。

この姿は、未来を担う地区の子供達の
目にもきっと良い印象として写ってい
ることと思います。」と語っていまし
た。 
　地区民みんなが主役として行動する
姿を見て、力強さを感じました。地域
外の人達にひまわり夢回廊に来ていた
だき、笑顔でふれあい、認め合うこと
で地域がよみがえることでしょう。 

上久堅観光協会会長　塩澤和一 さん 

先月の吉村めぐみ（羽場） さんから 

毎月市民の皆さんに、 
1.私の健康法 
2.感動したこと 
3.今がんばっていること 
4.まちづくりへの提言 

４つの項目の中から選んで語っていただき、次の方に 
バトンタッチする「リレートーク」です。 
次はあなたの番かも・・・ 

わいち 

り ほ  
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お
知
ら
せ 
お
知
ら
せ 

　

固
定
資
産
税
を
公
平
か
つ
適

正
に
ご
負
担
い
た
だ
く
た
め
に
、

家
屋
調
査
を
行
い
ま
す
。

　

今
年
建
物
を
、
新
築
、
増
築
、

改
築
、
取
り
壊
し
（
一
部
取
り

壊
し
）、
店
舗
か
ら
住
宅
な
ど

へ
の
用
途
変
更
さ
れ
た
方
は
、

税
務
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

後
日
、
職
員
が
調
査
に
お
伺
い

し
ま
す
。

　

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
問
合
せ

　

税
務
課　

固
定
資
産
税
係

　

内
線
５
１
７
８

　

現
在
ご
使
用
の
国
民
健
康
保

険
被
保
険
者
証
（
保
険
証
）
は
、

９
月　

日
で
有
効
期
限
が
切
れ

３０

ま
す
。

　

新
し
い
保
険
証
を
、
皆
さ
ん

の
お
手
元
に
９
月
下
旬
ま
で
に

郵
送
し
ま
す
。
保
険
証
が
届
き

ま
し
た
ら
内
容
を
ご
確
認
く
だ

さ
い
。

　

な
お
古
い
保
険
証
は
、
各
ご

家
庭
で
処
分
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
問
合
せ　

保
健
課　

国
保
係

　

内
線
５
５
２
３

　

飯
伊
動
物
愛
護
会
で
は
、
犬
・

ね
こ
の
不
妊
去
勢
手
術
の
補
助

を
行
い
ま
す
。

▼
補
助
対
象

生
後
６
カ
月
以
上
の
健
康
な

犬
・
ね
こ
を
飼
育
す
る
飯
田

下
伊
那
地
域
居
住
者
。

犬
に
つ
い
て
は
狂
犬
病
予
防

法
に
基
づ
く
登
録
・
予
防
注

射
実
施
済
み
で
あ
る
こ
と
。

▼
補
助
金
額
・
予
定
頭
数

○
不
妊
手
術
（
雌
）

　

４
、０
０
０
円　
　

頭
２０

○
去
勢
手
術
（
雄
）

　

３
、０
０
０
円　
　

頭
１０

※
申
込
多
数
の
場
合
は
抽
選
。

▼
手
術
実
施
期
間

　
　

月
１
日
�
〜　

日
�

１１

３０

▼
申
込
方
法　

往
復
は
が
き
に
、

次
の
項
目
を
記
入
し
、
郵
送

し
て
く
だ
さ
い
。

①
住
所　

②
氏
名

③
電
話
番
号

④
犬
・
ね
こ
の
種
類

⑤
犬
・
ね
こ
の
性
別

⑥
犬
・
ね
こ
の
年
齢

⑦
犬
の
場
合
は
、
鑑
札
ま
た
は

注
射
済
番
号

※
１
戸
に
つ
き
１
通
に
限
る
。

▼
申
込
期
間

　

９
月　

日
�
〜　

月　

日
�

１０

１０

１０

▼
申
込
・
問
合
せ

　

〒
３
９
５－

０
０
３
４

　

飯
田
市
追
手
町
２－

６
７
８

　

飯
田
保
健
所
食
品
衛
生
課
内

　

飯
伊
動
物
愛
護
会
事
務
局

　

�（
５
３
）０
４
４
６

　

ス
ズ
メ
や
カ
ラ
ス
な
ど
に
よ

る
農
作
物
の
被
害
を
防
止
す
る

た
め
に
使
用
す
る
、
爆
音
機
へ

の
騒
音
苦
情
が
寄
せ
ら
れ
て
い

ま
す
。

　

使
用
に
当
た
っ
て
は
次
の
こ

と
を
お
守
り
く
だ
さ
い
。

○
住
居
か
ら
２
０
０
ｍ
未
満
の

位
置
で
は
使
用
し
な
い

○
早
朝
及
び
夜
間
に
は
使
用
し

な
い

　

ま
た
、
住
宅
が
近
く
に
あ
る

よ
う
な
場
所
で
は
、
防
鳥
網
を

使
用
す
る
な
ど
周
辺
へ
の
騒
音

防
止
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

▼
問
合
せ

　

農
政
課　

生
産
振
興
係

　

内
線
３
５
１
８

　

敬
老
の
日
を
記
念
し
て
、
飯

田
写
真
館
連
絡
会
の
ご
厚
意
に

よ
り
、　

歳
と　

歳
の
方
に
無

７７

８８

料
撮
影
券
を
配
布
（
９
月　

日
１５

前
後
予
定
）
し
ま
す
。

　

ぜ
ひ
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▼
対
象

○　

歳
の
方

７７（
大
正　

年
４
月
１
日
〜
昭

１５

和
２
年
３
月　

日
生
ま
れ
）

３１

○　

歳
の
方

８８

（
大
正
４
年
４
月
１
日
〜
大

正
５
年
３
月　

日
生
ま
れ
）

３１

▼
撮
影
写
真
館

高
木
写
真
館
、
佐
々
木
写
真

館
、
尾
曽
写
真
館
、
フ
ォ
ト

セ
ン
タ
ー
、
下
田
写
真
館
、

堀
本
写
真
館

※
詳
し
く
は
撮
影
券
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

▼
問
合
せ　

介
護
高
齢
課

　

高
齢
者
係　

内
線
５
３
８
１

　

農
業
振
興
地
域
農
用
地
区
域

に
関
す
る
編
入
・
除
外
の
申
し

出
に
つ
い
て
、
書
類
の
受
付
締

切
日
を
年
間
２
回
か
ら
４
回
に

増
や
し
ま
す
。

　

今
ま
で
は
、
６
月
と　

月
の

１２

末
日
（
土
・
日
曜
日
、
祝
日
の

場
合
は
前
日
）
を
締
切
日
と
し

て
い
ま
し
た
が
、
９
月
と
３
月

の
末
日
を
追
加
し
ま
す
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
申
し
出
に
対

す
る
審
査
も
同
様
と
し
ま
す
。

▼
問
合
せ　

農
政
課　

農
政
係

　

内
線
３
５
１
７

家
屋
調
査
に
ご
協
力
を

犬
・
ね
こ
の

不
妊
・
去
勢
手
術
補
助

　

歳
・　

歳
の
方
に

７７

８８

無
料
撮
影
券
の
配
布

爆
音
機
騒
音
の

防
止
に
つ
い
て

飯
田
市
国
民
健
康
保
険
の

保
険
証
が
変
わ
り
ま
す

農
振
地
域
に
関
す
る

申
し
出
受
付
締
切
日
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高
齢
化
の
進
展
に
伴
い
、
市

で
は
、
こ
れ
ま
で
の
福
祉
事
業

を
見
直
し
、
介
護
予
防
や
生
活

支
援
な
ど
の
充
実
を
図
る
た
め
、

　

歳
の
方
の
敬
老
祝
い
金
品
を

９０廃
止
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

ご
理
解
、
ご
協
力
を
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

※　

歳
、　

歳
以
上
の
方
の
敬
老

８８

９９

祝
い
金
品
は
変
更
あ
り
ま
せ
ん
。

▼
問
合
せ　

介
護
高
齢
課

　

高
齢
者
係　

内
線
５
３
８
１

　

こ
れ
ま
で
通
行
規
制
区
間
の

雨
量
が
規
制
基
準
に
達
し
た
場

合
、
道
路
情
報
板
に
よ
り
通
行

規
制
（
通
行
止
）
を
行
っ
て
き

ま
し
た
が
、
安
全
を
よ
り
確
保

す
る
た
め
、
次
の
路
線
に
つ
い

て
は
、
道
路
情
報
板
に
加
え
て

遮
断
機
や
バ
リ
ケ
ー
ド
に
よ
り
、

通
行
を
遮
断
す
る
こ
と
と
し
ま

し
た
。
ご
理
解
、
ご
協
力
を
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

▼
路
線
名　

飯
田
南
木
曽
線

▼
区
間

　

市
ノ
瀬
橋
〜
上
飯
田
大
平
峠

▼
規
制
基
準

○
時
間
雨
量　
　

�
２０

○
連
続
雨
量　
　

�
８０

▼
問
合
せ

　

飯
田
建
設
事
務
所

　

管
理
計
画
課　

管
理
係

　

�（
５
３
）０
４
５
０

　

緊
急
で
、
一
時
的
な
生
活
資

金
が
必
要
な
低
所
得
世
帯
の
方

の
た
め
、
小
口
の
生
活
資
金
の

貸
付
を
行
い
ま
す
。

▼
対
象　

市
民
税
非
課
税
か
均

等
割
世
帯
の
方
で
、
次
の
理

由
に
よ
り
生
活
費
が
必
要
と

な
っ
た
場
合
。

○
医
療
費
、
介
護
費
の
支
払
い

や
給
与
等
の
盗
難
・
紛
失
等

で
臨
時
の
生
活
費
が
必
要
な

た
め

○
年
金
、
保
険
等
の
支
給
開
始

ま
で
の
生
活
費
の
た
め

○
火
災
等
被
災
に
よ
っ
て
生
活

費
が
必
要
な
と
き

▼
貸
付
内
容

○
貸
付
額　

５
万
円
以
内

○
利
率　

年
３
％

○
償
還　

据
置
期
間（
２
カ
月
）

経
過
後
４
カ
月
以
内

※
連
帯
保
証
人
は
不
要
で
す
。

　

歳
の
方
の
敬
老
の
日

９０金
品
贈
呈
の
廃
止

▼
申
込
・
問
合
せ

　

飯
田
市
社
会
福
祉
協
議
会

　

�（
５
３
）３
１
８
０

　

飯
田
人
権
擁
護
委
員
協
議
会

で
は
、
次
の
相
談
所
を
開
設
し

ま
す
。

▼
女
性
の
た
め
の
人
権
相
談
所

○
日
時　

９
月　

日
�

１１

　

午
前　

時
〜
午
後
３
時

１０

○
場
所　

鼎
文
化
セ
ン
タ
ー

※
女
性
の
人
権
擁
護
委
員
７
人

が
相
談
に
応
じ
ま
す
。

▼
特
設
人
権
相
談
所

○
日
時　

９
月　

日
�

２４

　

午
前　

時
〜
午
後
３
時

１０

○
場
所　

川
路
公
民
館

※
人
権
擁
護
委
員
２
人
が
相
談

に
応
じ
ま
す
。

▼
問
合
せ

　

長
野
地
方
法
務
局
飯
田
支
局

　

�（
２
２
）０
０
１
４

人
権
相
談
所

ご存じですか  退職者医療制度 ご存じですか  退職者医療制度 ご存じですか  退職者医療制度 

■条件 
①飯田市国民健康保険に加入していること 
②老人保健の認定を受けていないこと 
③厚生年金などの老齢（退職）年金を受けていて、
その期間が20年または40歳以降に10年以上加
入していること 

 

☆退職者医療制度で医療を受けられる方の医療費
は、本人の自己負担分以外は、国保税と社会保
険などが出し合う「拠出金」によってまかなわ
れます。健全な国保運営のためにも、対象とな
る方は必ず届出をしてください。 

■手続きの方法 
○場　所　市役所保健課または各支所 
○持ち物 
・国民健康保険証（青色） 
・年金証書（一番最初に受け取られた証書で、
年金加入月数が確認できるもの） 
・年金証書がない場合は、年金裁定通知書 
・福祉医療を受けている方はその受給者証 

■問合せ　保健課　国保係　内線5523

　会社や官公庁などを退職して厚生年金・共済年金などを受けられる75歳未満の方と、その
扶養家族は、退職者医療制度で医療機関にかかることになります。次の条件にすべて当てはま
る方は、年金証書を受け取ったら、ご面倒でも必ず14日以内に届出をしてください。 

※該当者へは、図の保険証（ピンク色）をお渡ししてあります。お手元の保険証と確認してください。 

このマークが入っています。 

異
常
気
象
時
の

通
行
規
制

緊
急
小
口
資
金
の
貸
付

9月の納税 

国民健康保険税 

（9月分） 

  

９月30日（火）   

税金は納期限までに 
納 め ま し ょ う  

税目 

納期 
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平
成　

年
５
月　

日
か
ら
３

１６

２６

日
間
、
飯
田
市
で
開
催
す
る
環

境
自
治
体
会
議
飯
田
会
議
の
企

画
運
営
を
行
う
実
行
委
員
会
委

員
を
募
集
し
ま
す
。

　

こ
の
会
議
は
、
全
国
の
市
町

村
長
を
は
じ
め
、
自
治
体
職
員

や
議
員
、
市
民
、
ま
た
事
業
所

の
皆
さ
ん
、
研
究
者
な
ど
、
さ

ま
ざ
ま
な
立
場
の
人
が
一
堂
に

会
し
、
環
境
問
題
に
つ
い
て
の

議
論
や
交
流
を
深
め
る
会
議
で
す
。

　

飯
田
ら
し
さ
の
発
揮
で
き
る

会
議
と
す
る
た
め
に
も
、
多
く

の
市
民
の
方
、
団
体
や
事
業
所

の
皆
さ
ん
の
参
画
を
お
願
い
し

ま
す
。

▼
活
動
期
間

本
年
９
月
下
旬
か
ら
平
成　
１６

年
５
月
の
会
議
終
了
ま
で
。

○
実
行
委
員
会
は
夜
間
に
６
回

開
催
の
予
定

○
第
１
回
実
行
委
員
会
は
９
月

　

日
�
、
午
後
７
時
か
ら

２６

　

り
ん
ご
庁
舎
会
議
室
で
開
催

▼
応
募
資
格

　

環
境
に
関
心
の
あ
る

○
市
内
に
お
住
ま
い
か
、
勤
務

し
て
い
る
個
人

○
市
内
に
住
所
を
有
す
る
団
体
、

事
業
所

▼
応
募
締
切　

９
月　

日
�

１９

※
実
行
委
員
会
設
立
後
も
随
時

応
募
を
受
付
け
ま
す
。

▼
応
募
方
法　

環
境
保
全
課
窓

口
ま
た
は
、
電
話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、

Ｅ
メ
ー
ル
で
氏
名
、
住
所
、
連

絡
先
を
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

▼
応
募
先
・
問
合
せ

　

環
境
保
全
課　

計
画
指
導
係

　

内
線
５
２
４
６

　

Ｆ
Ａ
Ｘ（
２
２
）４
６
７
３

　

Ｅ
メ
ー
ル

　

ic1363@
city.iida.nagano.jp

　

環
境
問
題
や
安
全
な
生
活
を

考
え
る
「
生
活
と
環
境
ま
つ
り

２
０
０
３
」
を　

月
８
日
�
・

１１

９
日
�
に
鼎
体
育
館
、
鼎
公
民

館
で
開
催
し
ま
す
。

　

生
活
と
環
境
ま
つ
り
実
行
委

員
会
で
は
、
こ
の
イ
ベ
ン
ト
に

出
展
参
加
し
て
い
た
だ
け
る
団

体
・
個
人
を
募
集
し
ま
す
。

　

日
頃
の
活
動
や
研
究
成
果
の

発
表
、
環
境
問
題
な
ど
の
Ｐ
Ｒ

展
示
、
牛
乳
パ
ッ
ク
工
作
な
ど

の
体
験
コ
ー
ナ
ー
や
エ
コ
ク
ッ

キ
ン
グ
な
ど
環
境
や
生
活
に
ち

な
ん
だ
も
の
で
あ
れ
ば
何
で
も

結
構
で
す
。

　

ま
た
、
生
活
と
環
境
ま
つ
り

に
あ
わ
せ
て
実
施
す
る
フ
リ
ー

マ
ー
ケ
ッ
ト
（
フ
リ
マ
）
へ
の

参
加
も
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

詳
細
は
事
務
局
ま
で
。

▼
申
込
先
・
問
合
せ　

環
境
保

全
課
内　

生
活
と
環
境
ま
つ

り
実
行
委
員
会
事
務
局

　

内
線
５
２
４
６

　

飯
田
市
・
喬
木
村
・
上
村
・
南
信

濃
村
任
意
合
併
協
議
会
で
は
、

新
し
い
市
の
ビ
ジ
ョ
ン
や
新
市

建
設
計
画
の
策
定
に
あ
た
っ
て
、

「
ま
ち
づ
く
り
市
民
会
議
」を
設

置
し
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
意

見
を
伺
う
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

委
員
と
し
て
こ
の
会
議
に
参

画
し
プ
ラ
ン
づ
く
り
に
協
力
い

た
だ
け
る
方
を
募
集
し
ま
す
。

▼
委
員
の
任
期　

平
成　

年　
１５

１０

月
〜
平
成　

年
３
月
頃
ま
で

１７

▼
応
募
資
格

○
市
内
に
お
住
ま
い
の
方

環
境
自
治
体
会
議

飯
田
会
議
実
行
委
員

○
合
併
後
の
新
し
い
ま
ち
づ
く

り
に
関
心
の
あ
る
方

○
月
１
回
程
度
の
会
議
に
参
加

可
能
な
方

▼
応
募
締
切

　

９
月　

日
�
（
必
着
）

１９

▼
募
集
人
数　

５
人
程
度

▼
応
募
方
法　

新
し
い
ま
ち
づ

く
り
に
つ
い
て
の
ご
意
見
を

４
０
０
字
以
内
の
作
文
に
ま

と
め
て
ご
提
出
く
だ
さ
い
。

▼
選
考　

応
募
者
が
募
集
人
数

を
超
え
る
場
合
は
、
作
文
の

内
容
や
年
齢
、
男
女
の
バ
ラ

ン
ス
を
配
慮
し
て
選
考
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

▼
応
募
先
・
問
合
せ

　

〒
３
９
５－

８
５
０
１

　

飯
田
市
大
久
保
町
２
５
３
４

　

飯
田
市
役
所　

合
併
対
策
室

　

内
線
３
２
１
１

　

Ｆ
Ａ
Ｘ（
５
３
）４
５
１
１

　

Ｅ
メ
ー
ル

gappei@
city.iida.nagano.jp

　

市
長
の
諮
問
に
応
じ
、
市
の

行
政
改
革
の
推
進
に
関
す
る
重

要
事
項
の
調
査
審
議
し
て
い
た

だ
く
、
行
政
改
革
推
進
委
員
を

募
集
し
ま
す
。

▼
委
員
の
任
期

　

平
成　

年　

月
か
ら
３
年
間

１５

１０

▼
応
募
資
格

○
行
政
改
革
に
関
心
の
あ
る
方

○
年
１
〜
２
回
、
平
日
に
開
催

す
る
会
議
に
出
席
可
能
な
方

○　

月
１
日
現
在
、
市
内
に
お

１０住
ま
い
か
勤
務
し
て
い
る
方

○　

月
１
日
現
在
、
満　

歳
以

１０

２０

上
の
方

※
公
共
団
体
の
職
員
、
常
勤
の

公
務
員
の
方
は
原
則
と
し
て

除
き
ま
す
。

▼
応
募
締
切

　

９
月　

日
�
（
消
印
有
効
）

１６

▼
公
募
人
数　

２
人

▼
報
酬
等　

規
定
に
よ
る
委
員

報
酬
、
旅
費
を
支
給

▼
応
募
方
法

市
の
行
政
改
革
に
関
す
る
意

見
や
提
言
を
１
０
０
０
字
以

内
に
ま
と
め
、履
歴
書
と
い
っ

し
ょ
に
ご
提
出
く
だ
さ
い
。

▼
選
考　

作
文
等
を
勘
案
し
、

選
考
さ
せ
て
い
た
だ
き
９
月

下
旬
に
結
果
を
通
知
し
ま
す
。

▼
応
募
先
・
問
合
せ

　

〒
３
９
５－

８
５
０
１

　

飯
田
市
大
久
保
町
２
５
３
４

　

飯
田
市
役
所

　

人
事
課　

人
事
係

　

内
線
２
１
３
２

行
政
改
革
推
進
委
員

生
活
と
環
境
ま
つ
り

出
展
者
・
フ
リ
マ
出
店
者

募 

集 

募 

集 

ま
ち
づ
く
り

市
民
会
議
委
員
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動物園の 
休園日 

■問合せ  動物園 
22-0416

  
  

９月 １日（月） ◆ ８日（月） 
　◆16日（火） ◆18日（木） 
　◆22日（月） ◆24日（水） 
　◆29日（月） 

▼
対
象

市
内
に
住
ん
で
い
る
、
お
お

む
ね　

歳
以
上
の
方
。

６０

▼
ハ
イ
カ
ラ
ビ
ク
ス

エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
を
中
心
と
し

た
体
操
教
室
で
す
。

○
日
時   
毎
月
第
１
・
３
土
曜
日

　

午
前　

時
〜
正
午

１０

○
場
所

　

上
郷
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

○
会
費　

月
１
、５
０
０
円

▼
ハ
イ
カ
ラ
三
味
線

○
日
時   
毎
月
第
１
・
２
水
曜
日

　

午
後
１
時　

分
〜
３
時　

分

３０

３０

○
場
所　

飯
田
文
化
会
館

○
会
費　

月
１
、５
０
０
円

▼
申
込
・
問
合
せ

　

介
護
高
齢
課　

高
齢
者
係

　

内
線
５
３
８
２

▼
対
象　

お
お
む
ね　

歳
以
上

６０

で
初
心
者
の
方
。

▼
内
容　

ゴ
ル
フ
の
基
礎

▼
開
催
日
時

　
　

月
４
日
〜　

月
６
日
の

１０

１２

　

毎
週
土
曜
日
（
計　

回
）

１０

　

午
前　

時　

分
〜　

時　

分

１０

３０

１１

３０

▼
定
員　
　

人
１０

▼
場
所　

シ
テ
ィ
ヒ
ル
ズ
ゴ
ル

フ
ク
ラ
ブ（
風
越
山
麓
公
園
下
）

▼
受
講
料　

１
万
円（　

回
分
）

１０

高
齢
者
対
象
の
講
座

▼
申
込
方
法　

９
月　

日
�
ま

１９

で
に
電
話
で
申
し
込
み
。

※
申
し
込
み
多
数
の
場
合
抽
選
。

▼
申
込
・
問
合
せ

介
護
高
齢
課　

高
齢
者
係　

内
線
５
３
８
２

▼
対
象

市
内
に
住
ん
で
い
る
か
、
市

内
に
勤
務
さ
れ
て
い
る
お
お

む
ね　

歳
ま
で
の
方
。

３０

▼
費
用

○
受
講
料

　

１
、３
０
０
円

○
利
用
者
登
録
料
（
年
１
回
）

　

１
、５
０
０
円

○
各
講
座
の
運
営
費

▼
特
典　

市
内
映
画
館
・
ボ
ウ

リ
ン
グ
場
の
特
別
割
引
あ
り
。

▼
申
込
方
法

　

ホ
ー
ム
窓
口
へ
費
用
持
参
。

▼
受
付
時
間

○
平
日
・
土
曜
日

　

午
前
８
時　

分
〜
午
後
９
時

３０

○
日
曜
日
・
祝
日

　

午
前
８
時　

分
〜
午
後
５
時

３０

▼
申
込
・
問
合
せ

　

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

　
（
松
尾
明
）

　

�（
２
３
）５
５
７
１

勤労青少年ホーム後期教養講座
運営費定員時　間期　間内　　容講　　師曜日講座名

1,500円20
19：30～
21：00

10月６日～
１月19日

頭を使って働いた後に、音楽に合わせて体を動かせば、体
内の血流が良くなり心身共に元気になります。10回

インストラクター

 松澤由美子先生
月エアロビクス

5,000円15
19：30～
21：00

10月７日～
12月９日

「青年よ世界を相手に羽ばたけ」を実行するのには、まず英
会話の習得です。日常英会話を身につけ旅に出よう。10回ジュリア押田先生火英 会 話

10,000円
お花代含む

18
19：30～
21：00

10月15日～
12月17日

家の中に花があると心穏やかになります。基本を身につけ
ていると、野の花も生き生きと生けられます。10回

華道家元　池坊教授

小松久美子先生
水華 道

6,000円20
19：30～
21：00

10月８日～
12月10日

仕事に役立つ１ランク上のパソコン操作の習得です。Wordと
Excelの連携や定型業務の自動化に応用ください。10回

飯田コンピュータ専門学校

伊 藤 康 彦先生
水パ ソ コ ン

9,500円
ガラス代含む

３
19：30～
21：00

10月１日～
12月３日

自分がデザインして描いた、世界に１つだけのグラスでワイ
ン等を飲んだり、自分の作品を棚に並べたい方はぜひ。10回

ガラス工芸教室  主宰

藤 田 祐 子先生
水ガラス工芸

8,000円
材料費を含む

16
19：30～
21：00

10月９日～
12月11日

身近な材料を使って、心のこもった家庭料理を作ります。料
理に関心のある方は男女問わず挑戦してください。10回

管理栄養士

後藤よね子先生
木料 理

1,500円20
19：30～
21：00

10月２日～
12月４日

ニュースポーツを自分で楽しみたい、職場や地域に広めてみ
たい方は、ぜひ挑戦してください。（５種目位を予定）10回

飯田市

体育指導委員  他
木ニュースポーツ

1,500円18
19：30～
21：00

10月３日～
12月５日

今、若者に人気のある踊りです。音楽にのって楽しく、時
に激しく踊り、労働とは一味違った汗を流します。10回杉 山 智 美先生金ヒップホップ

8,000円
材料費含む

６
19：30～
21：00

10月10日～
11月７日

手づくりがはやっている時代です。自分で身につけている
物を、手作りで揃えて、密かに楽しんでください。５回馬場田由貴先生金ビ ー ズ

6,000円10
19：30～
21：00

11月14日～
12月12日

メイクの仕方一つで、あなたのイメージが変わります。き
れいなお肌になってみませんか。５回

SBBC長野校代表
佐々木紀子先生
林　　智子先生
奥田やよい先生

金メ イ ク

各
種
講
座 

各
種
講
座 

りんご庁舎２階 
本町１丁目再開発ビル本町１丁目再開発ビル 

総合窓口なら、 
お仕事の帰りに 
住民票をとることができます。 

りんご庁舎総合窓口では 
平　日　午前８時30分～午後７時 
土曜日　午前10時30分～午後７時 

各種証明の発行をしています 

りんご庁舎２階 
本町１丁目再開発ビル 

総合窓口なら、 
お仕事の帰りに 
住民票をとることができます。 

シ
ニ
ア
ゴ
ル
フ
教
室

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

後
期
教
養
講
座
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飯
田
市
社
会
福
祉
協
議
会

で
は
、
災
害
時
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
を
円
滑
で
効
果
的
に
す

す
め
る
役
割
を
担
う
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
を
養
成
し
、
平
常
時

か
ら
の
災
害
救
援
対
策
の
推
進

を
目
的
に
養
成
講
座
を
開
催
し

ま
す
。

▼
対
象　

全
日
程
を
受
講
で
き

る
方
で
、
災
害
発
生
時
に
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
と
し
て
活
動
し
て
い
た

だ
け
る
方
。

▼
日
時

　

月
４
日
�
・
６
日
�
・
７

１０日
�
の
３
日
間

午
前
９
時　

分
〜
午
後
４
時

３０

▼
場
所　

飯
田
勤
労
者
福
祉
セ

ン
タ
ー
・
さ
ん
と
ぴ
あ
飯
田

▼
募
集
人
数　
　

人
３０

※
応
募
者
多
数
の
場
合
抽
選
。

▼
受
講
料　

無
料

▼
申
込
方
法

受
講
申
込
書
に
必
要
事
項
を

ご
記
入
の
上
、
郵
送
ま
た
は

持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

※
申
込
書
は
、
さ
ん
と
ぴ
あ
飯

田
、
市
役
所
本
庁
窓
口
、
り

ん
ご
庁
舎
、各
支
所
に
用
意
。

▼
申
込
締
切

　

９
月　

日
�
（
必
着
）

２４

▼
受
講
の
可
否

　

別
途
応
募
者
に
通
知
し
ま
す
。

▼
申
込
・
問
合
せ

　

〒
３
９
５－

０
０
２
４

　

東
栄
町
３
１
０
８－

１

　

飯
田
市
社
会
福
祉
協
議
会

　

�（
５
３
）３
１
８
２

　

上
郷
考
古
博
物
館
で
は
、
伊

那
谷
に 
遺 
る
中
世
城
郭
を
巡
る

の
こ

見
学
会
の
参
加
者
を
募
集
し
ま

す
。
今
回
は
、
小
笠
原
氏
関
係

の
城
郭
を
見
学
し
ま
す
。

▼
対
象　

一
般
成
人

▼
日
時　

９
月　

日
�

２７

　

午
前
９
時　

分
〜
午
後
３
時

３０

▼
行
程

考
古
博
集
合
↓
秋
季
展
示
解

説
↓
松
尾
城
址
↓
鈴
岡
城
址

↓
伊
豆
木
城
址
↓
小
笠
原
資

料
館
（
昼
食
）
↓
山
本
城
山

城
址
↓
考
古
博

▼
募
集
人
数　
　

人
２２

※
応
募
者
多
数
の
場
合
抽
選
。

▼
参
加
費　

５
０
０
円

　
（
入
館
料
・
保
険
代
等
）

▼
申
込
方
法

往
復
は
が
き
に
住
所
、氏
名
、

年
齢
、
電
話
番
号
を
明
記
の

上
、
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
申
込
締
切

　

９
月　

日
�
（
消
印
有
効
）

１９

▼
申
込
・
問
合
せ

　

〒
３
９
５－

０
０
０
３

　

上
郷
別
府
２
４
２
８－

１

　

飯
田
市
上
郷
考
古
博
物
館

　

�（
５
３
）３
７
５
５

　

図
書
館
で
は
、
日
常
生
活
に

役
立
つ
文
章
づ
く
り
の
基
礎
を

学
ん
で
い
た
だ
く
講
座
を
開
催

し
ま
す
。

▼
期
間
・
開
催
日

　
　

月
か
ら
１
年
間
（　

回
）

１０

１２

　

月
１
回　

日
曜
日

　

午
前　

時
か
ら
約
２
時
間

１０

※
第
１
回
目
の
日
程
等
は
申
込

者
に
通
知
し
ま
す
。

▼
場
所　

上
郷
図
書
館

▼
講
師　

清
水
貫
司
先
生

　
（
元
旭
ヶ
丘
中
学
校
校
長
）

▼
受
講
料　

年
８
、０
０
０
円

※
人
数
に
よ
っ
て
は
変
更
が
あ

り
ま
す
。

▼
申
込
締
切　
　

月
１
日
�

１０

▼
申
込
・
問
合
せ

　

上
郷
図
書
館

　

�（
５
２
）２
５
５
１

災
害
救
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

第　

期
文
章
講
座

２２

伊
那
谷
の
城
郭
探
訪
I

三
市
合
同
企
画
第
二
十
六
回 

三
遠
南
信
通
信

三
遠
南
信
通
信 

三
遠
南
信
通
信

三
遠
南
信
通
信 

東
三
河 

広
報 

◆問合せ　鳳来町観光協会 
　　　　　10536（32）0022

鳳
来
寺
山 

　
開
山
千
三
百
年
祭 

■
浄
瑠
璃
姫
の
語
り
　
９
月
12
日
（
金
） 

　
「
月
見
の
宴
」
で
上
演 

文
楽
や
義
太
夫
の
な
か
で
「
浄
瑠
璃
も
の
」

と
い
う
一
分
野
を
作
り
あ
げ
て
い
る
出
し

物
で
「
浄
瑠
璃
語
り
」
が
あ
り
ま
す
。
そ

の
祖
と
な
る
作
品
が
こ
の
地
域
を
も
と
に

作
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
あ
ま
り
知
ら
れ
て

い
ま
せ
ん
。
こ
の
「
浄
瑠
璃
語
り
」
を
千

三
百
年
祭
を
機
に
再
現
し
、
皆
さ
ん
に
お

伝
え
し
ま
す
。 

南
設
楽
郡
鳳
来
町
に
あ
る
鳳
来
寺
山
は
、

利
修
仙
人
が
鳳
来
寺
を
開
い
た
の
が
始
ま

り
で
、
今
年
で
開
山
千
三
百
年
を
迎
え
ま

し
た
。
こ
の
歴
史
的
な
節
目
の
年
を
記
念

し
て
、
現
在
、
鳳
来
寺
と
そ
の
一
帯
で
は
「
鳳

来
寺
山
開
山
千
三
百
年
祭
」
が
開
催
さ
れ

て
い
て
、
11
月
ま
で
さ
ま
ざ
ま
な
催
し
が

繰
り
広
げ
ら
れ
ま
す
。 

■
鳳
来
寺
山
歴
史
展 

　
11
月
30
日
（
日
）
ま
で 

鳳
来
寺
山
の
歴
史
年
表
や

文
献
、
関
係
の
深
い
名
所

の
パ
ネ
ル
を
展
示
。
会
場

の
「
観
来
館
」
で
は
、
千

三
百
年
祭
全
体
の
事
業
案

内
や
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
な
ど

を
紹
介
す
る
コ
ー
ナ
ー
も

あ
り
、
千
三
百
年
祭
の
情

報
セ
ン
タ
ー
と
し
て
も
ご

利
用
い
た
だ
け
ま
す
。 

■
鳳
来
寺
山 

歴
史
・
文
学
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
　

　
11
月
16
日
（
日
） 

神
秘
と
伝
説
に
彩
ら
れ
た
鳳
来
寺
山
は
、
今

な
お
深
い
山
に
包
ま
れ
四
季
折
々
の
自
然
を

誇
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
大
自
然
の
「
美
し
さ
」

と
霊
気
に
抱
か
れ
た
「
癒
し
」
は
多
く
の
文

人
の
心
を
と
ら
え
、
文
学
作
品
の
題
材
と
さ

れ
て
き
ま
し
た
。
数
あ
る
文
学
作
品
の
記
念

碑
を
訪
ね
、
ま
た
千
三
百
年
の
歴
史
・
文
化

の
深
さ
に
触
れ
な
が
ら
修
験
者
の
た
ど
っ
た

「
修
行
の
道
」
を
歩
き
ま
す
。 

（
定
員
／
百
人  

参
加
料
／
千
円
） ■

オ
リ
エ
ン
テ
ー
リ
ン
グ
　
鳳
来
寺
山 

　
９
月
28
日
（
日
）
・
11
月
29
日
（
土
） 

変
化
に
富
ん
だ
地
質
・
地
形
や
多
様
で
豊

か
な
動
植
物
な
ど
、
鳳
来
寺
山
の
自
然
の

魅
力
を
オ
リ
エ
ン
テ
ー
リ
ン
グ
と
い
う
方

法
で
五
感
を
フ
ル
に
使
っ
て
楽
し
ん
で
み

ま
せ
ん
か
。 

（
定
員
／
各
百
人 

参
加
料
／
大
人
五
百
円
・

子
ど
も
三
百
円
） 

（
鳳
来
町
） 

み
に
こ
ん 

in
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９月25日（木） 
19：00～ 

10月９日（木） 
19：00～ 

10月23日（木） 
19：00～ 

11月13日（木） 
19：00～ 

11月27日（木） 
19：00～ 

２月19日（木） 
19：00～ 

２月28日（土） 
午前中 

３月10日（水） 
19：00～ 

～伊那谷の自然と文化⑳～ 

◆企画運営　市民大学講座運営委員会 

◆会　場　　飯田市公民館 

◆受講料　　７００円（資料代　第１回目に集金します） 

◆申込期限　９月16日（火） 

◆申込先・問合せ 

　飯田市公民館　　1 （22）1132　　ＦＡＸ （22）1022 

　　　　　　　　　Ｅメール　ic1267@city.iida.nagano.jp

　飯田市公民館では、郷土の人を知り、歴史を学ぶことを目的に、市民大学講

座を開講いたします。大勢の皆さんの申込をお待ちしています。 

伊那谷をまるごと博物館に 
～植物の実態と植生の保護 

裏方から見た、 
人形芝居のおもしろさ 

竜西の自然史 
～竜西地域の魅力を多面的に 

飯田城主　掘親　（ちかしげ）の 
人と功績 

映画の歴史、 
見方・楽しみ方を知る 

飯田のお練り祭りの特色 
～７年に一度の祭りを前に 

城下町飯田を歩く 
～現地研修 

小字名「コセ」をめぐる古代文化 
～飯伊地方の仏教関係遺跡 

伊那谷自然友の会 
前会長　北城　節雄　氏 

今田人形座義太夫 
　　　　川上　秀子　氏 

飯田風越高校 
教諭　　金澤　重敏　氏 

阿智中学校 
教頭　　鈴川　　博　氏 

シネマウェイブ・プロデューサー 
　　　　神藤　光裕　氏 

郷土史研究家 
　　　　原　　彰一　氏 

飯田観光ボランティア 
　　　　　　　の皆さん 

上郷考古博物館 
館長　　岡田　正彦　氏 

１ 

 

２ 

 

３ 

 

４ 

 

５ 

 

６ 

 

７ 

 

８ 

回 講　　　師 内　　　容 日　　時 

10月４日（土） 
13：00～･17：00～ 

「福沢桃介と水力発電事業」 
「開善寺怪傑和尚瑞巖」 

講談師　神田　　紅　氏 
　　　　神田　陽司　氏 

特

別 

※特別講座は、別途チケット（前売2,000円）が必要です。お問い合せください。 
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プ ラ 
資源 

プラスチック製容器 
包装専用袋 

■問合せ　環境保全課　内線5243

10月から 

月２回を 

パソコン 
ユーザー 

メーカーの 
再資源化 
センター 郵便局 

メーカーの 
リサイクル受付 

プラ資源の回収日は、ごみ・リサイ

クルカレンダーに紫色の★マークが

付いていますので、確認の上集積所

に出してください。 

「資源有効利用促進法」に基づき、家庭から
出される使用済みパソコンの回収・リサイク
ルを行う「ＰＣリサイクル」が始まります。 

プラ資源回収 

■問合せ　環境保全課 
　　　　　内線5243

月４回 に 
増やします 

＊古紙や金属を出していただく 

　資源ごみの回収日は、月２回 

　で変わりません。 

　14年度では「プラ資源」を1,061トン回収し、資源化しまし

た。前年に比べ13.5％埋立ごみが減少し、最終処分場の延命に

もつながっています。しかし最終処分場には、まだ再資源化

できるものが搬入されています。まずはごみ減量に努め、そ

の上でより一層の分別の徹底と資源化、適正処理へのご協力

をお願いします。 

10月１日から 

パソコン 

パソコンが不要になったら、 
メーカーに回収を申し込みます 

集荷を希望され
る場合は、郵便
局が戸口回収に
お伺いします。
また、持ち込み
の場合は最寄り
の郵便局で受け
取ります 

メーカーは最寄りの 
郵便局に回収を依頼します 

集めた使用済みパ
ソコンをメーカー
に配送します 

パソコンをきちんと 
再資源化します 

持ち込み 

戸口回収 

回収申込 

回収依頼 

配送 

１ ２ 

３ ４ ５ 

対象 
○デスクトップパソコン 
○ノートパソコン 
○ディスプレイ 

家
庭
用 の リサイクルが 

　　スタートします 

市では、これまで「埋立ごみ」として回収してきましたが、 
10月１日以降、回収は行いません。 

新しいパソコンリサイクルの流れ 

メーカーごと指定の方法で、 
リサイクル費用をご負担くださ

※平成15年10月１日以降購入す
るパソコンには、あらかじめ
リサイクル費用が含まれてい
ます。廃棄の際改めて費用を
負担する必要はありません。 

ＰＣリサイクル 
マーク 

費用の含まれた
パソコンに表示
されます リサイクル 

★リサイクルの手続き、費用等
詳細は、メーカーごとで異な
ります。 
★手続きの方法、具体的なリサ
イクル費用は、パソコンのメ
ーカーに直接お問い合わせく
ださい。 
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かわらんべ 
天竜川総合学習館 

通信 

通信 

これからの講座予定 
●9月13日（土）「火星と星を見る」18：30～20：00 
　5万7千年ぶりに地球に大接近している火星を天体望遠鏡
で観察します。また、夏の星座の星々もいっしょに見る
こともできます。四季を通じて行っている天体観測講座
です。（保護者同伴） 
●9月20日（土）「ダムに流れ着くゴミ」9：00～11：30 
　　泰阜ダムに行って、天竜川に流されダムに溜まったゴ
ミを見学します。流れついたたくさんのゴミは一体どの
ように処理されているのでしょうか。かわらんべからバ
スで往復をします。 
●9月27日（土）「植物の化石発掘」9：00～11：00 
　　川路の隣の地区である久米で、大昔、地球がまだ寒かっ
た頃の植物の化石や、火山灰などその時代の石などを採
集して、観察します。 

■申込・問合せ 
　かわらんべ 
　1（27）6115http://www.tenjo.go.jp/kawaranbe/

８月２日から４日まで世
界各国出身のゲストを招い
た国際交流キャンプを開催
しました。風越高校国際教
養科２年生をはじめとする
ボランティアスタッフ
（WORLD FLOWER FRIENDS）
が企画し、飯田市内や県外
からの小学生から高校生ま
での55人が参加しました。
料理（お菓子・カレー）、
音楽（ジャンベ）、住居
（ティピ）などを通じ様々
な国の文化を楽しく学びま

世界を知ろう！国際交流キャンプ 

９月の予定 

■問合せ　かざこし子どもの森公園管理事務局 
　　　　　　　　　　　　　　　　1(59)8080

●後藤道夫先生の理科実験ミュージアム 
　９月６日（土）、13日（土）、14日（日）、20日（土）、27日（土）、28日（日） 
　　　　　　　　　　　　　　10：00～15：00　おいで館 

■問合せ　教育委員会　学校教育課　1(53)4545

●絵本の読み聞かせ　毎週日曜日 
　ボランティア団体モンクールさんが読んでくれます。 
　13：30～14：00　場所：かざこしなかまの館 

★ほか、とんとん、ぐつぐつ、こねこねの各ワークショッ
　プでも、毎週土日の午後１時30分から体験活動を計画し
　ています。お楽しみに。 

●ひまわり大作戦・ひまわり写生会展 
　９月７日（日）まで　　場所：風の子倶楽部 

●伊那谷和太鼓祭り「山都楽頭祭（さんとがっとうさい）」 
　９月６日（土）前夜祭 
　９月７日（日）本祭り　場所　風の広場　雨天決行 

●木と緑のフェスタ 
　９月21日（日）　森林と林業のお祭りです。クラフトフェア 
　　　　　　　 など開催！ 

9月23日（秋分の日） 
13：00～16：00写真家宮崎学と自然を撮る！見る！ 

自然写真家の宮崎学さんにお話を聞きながら、参加者自身
もデジタルカメラで自然写真を撮り、宮崎さんに作品を好
評していただきます。あの宮崎さんに写真の技術を教わる
またと無い機会です、ぜひご参加ください。（定員50名） 

　●８月10日（日）「久米川で釣ろう」 
　久米川の予定でしたが、前日までの
台風10号の影響で水量が多く、臼井
川で行いました。釣りが初めての人
も、下伊那漁協の方々の指導のもと、
ニジマスやアマゴなどを狙い、楽し
く魚を釣っていました。一人3匹は
釣れました。 

　●7月31日（木） 
　「沢の探検隊 in 久米川」 
　川を思い切り楽しもうと、天
竜川の支流である久米川を歩
いて遡りました。道なき道を
歩き、深い淵に飛び込んだり、
強い流れに流されたり、ダイ
ナミックな遊びで自然を満喫
しました。 

こ
れ
ま
で
の
講
座
か
ら 

市長の留守番電話 23－8181
市民の皆さんのご意見 
ご相談をいつでもお受 
けします。 

各種相談所　相談は無料、秘密は厳守お気軽にご相談ください
問合せ先場　　所日　　時相 談 名

社会福祉協議会

�53－3180

さんとぴあ飯田
（福祉会館・東栄町）

※法律相談は予
約制、電話で
申し込んでく
ださい。

※結婚相談は本
人の相談を原
則とします。
写真１枚必要
です。

毎週火曜日
１３：００～１６：００
受付１５：００まで
９月２３日は休み

特 別
心 配 ご
と 相 談

毎週月～金曜日
９：００～１７：００

一 般

９月１２日（金）
１３：００～１７：００

法 律 相 談
（現在係争中のものは除く）

９月８日（月）
９月１８日（木）
９月２８日（日）
１３：３０～１６：３０
受付１５：００まで

結 婚 相 談

毎週月～金曜日
９：００～１８：００

ボ ラ ン テ ィ ア
相 談

庶　務　課
内線2111

りんご庁舎３階
９月９日（火）
１３：００～１６：００

行 政 相 談

交通防災課�22－4511
内線2436

毎週月～金曜日
９：００～１７：００

簡 易 交 通 事 故
相 談

教育委員会
内線3581
専用電話
�53－8730
FAX53－8730

教育委員会

毎週月～金曜日
９：００～１７：００

教 育 相 談

毎週月～金曜日
９：００～１７：００

か け こ み
教 育 相 談

税　務　課
内線5141

市役所本庁
９月１９日（金）
１０：００～１５：００

税 務 相 談

問合せ先場　　所日　　時相 談 名

家庭児童相談室
内線５３４４

りんご庁舎２階
毎週月～金曜日
９：００～１７：００

家 庭 児 童 相 談
（ 電 話 で も 可 ）

�52－0633専用電話
毎週木曜日
９：００～１１：３０

電 話 乳 幼 児
育 児 相 談

飯田中央保育園
�22－4133

飯田中央保育園
（地域子育支援センター）

毎週月～金曜日
９：００～１７：００
毎週土曜日
９：００～１４：００

子 育 て 相 談

保健課　内線5514
市保健センター
※予約制（市役所隣）

９月９日（火）
１３：３０～１６：００

痴 ほ う 相 談

ハーネット・いいだ
�56－4474

さんとぴあ飯田
（福祉会館1Ｆ・東栄町）

毎週月～土曜日
９：００～１７：４５
�第１水曜日のみ��　　　　　　　�
� 17：30まで �

障 害 者 並 び に
ご 家 族 の 相 談

保健課　内線5514
市保健センター
各支所　　　　

毎週月～金曜日
９：００～１７：００

心と体の悩みごと

児童課　内線5347りんご庁舎２階
毎週月～金曜日
９：００～１７：００

悩 み ご と女
性
の
た
め
の
相
談

男女共同参画課
内線5351
（要予約）

りんご庁舎３階

９月１０日（水）
１３：３０～１７：００

婦 人 相 談 員
の 専 門 相 談

９月１６日（火）
１３：３０～１６：３０

法 律 相 談
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飯田市の人口（8/1現在）■人口＝106,273人（前月比+26）男50,963人／女55,310人  ■世帯＝35,637戸（前月比+26） 

出　演 マジカル・サウンズ、笠原麻由 
 田畑綾香、カルテット シュテルネ 
チケット ●全席自由：500円 

出　演 飯田交響楽団、南信州「第九」合唱団ほか 
チケット ●一般：2,000円  ●高校生以下：1,000円 
 （全席自由） 

８月１５日F～９月２３日C

コンサート ア・ラ・カルト VOL.16 秋の彩 

展示期間 

飯田市指定文化財（美術工芸品） 

立石寺の梵鐘（りっしゃくじのぼんしょう） 
三穂立石140　立石寺  

銘によれば嘉吉３年（１４４３）に設楽郡岩倉大明神（現新城市）
に奉納、間もなく文明元年（１４６９）に伊那佐郡伊多佐村の
安養寺（現浜松市）に移され、更に文亀元年（１５０１）に立石
寺に移されたことがわかる。流転の歴史を語る古鐘である。 

●開館時間 午前9時半～午後5時（入館は閉館の30分前まで） 
　　　　　　 期間中の毎週金曜日は午後７時30分まで開館 
●休 館 日 毎週月曜日（祝日の場合は翌日） 
●観 覧 料 一般500円（400円）、高校生300円（250円）、 
 小中学生200円（150円）※（ ）内は20人以上の団体 

初  転  宝  輪 
２～３世紀　ガンダーラ 

ハッピー・バースデイ 

１２月５日F 開演18：30 
 ●飯田文化会館ホール 

第9回萩元晴彦ホームタウンコンサートIN飯田 

チケット ○電話先行予約（１通話４枚まで） 
 　9/7（日） 10時～14時　1（53）7461 
 ○一般発売　9/16（火）から 
 ●Ｓ席：4,000円  ●Ａ席一般：3,000円 
 ●Ａ席高校生以下：2,000円（全席指定） 

吉野直子 
（ハープ） 

相沢吏江子 
（ピアノ） 

川本嘉子 
（ヴィオラ） 

ジョイントコンサート 
～マールボロの風～ 

９月２８日A 開演14：00 
 ●飯田文化会館ホール 

チケット ●Ｓ席：3,000円  ●Ａ席一般：2,500円 
 ●Ａ席高校生以下：1,500円（全席指定） 

出　演 小堺一機、東幹久　ほか 

９月２１日A 開演14：00 
 ●飯田市公民館ホール 

南信州に響け　第九演奏会 
１１月３日_ 開演14：00 
 ●飯田文化会館ホール 

ブッダの生涯と 
　　ガンダーラをめぐる人びと 
　ガンダーラの仏像は、ヘレニズムの影響をつよく反映してい
てその顔立ちはどこかエキゾチックな魅力を醸し出しています。 
　ガンダーラの仏教美術は東西のさまざまな民族文化が融け合
ってかたちづくられているところに魅力があります。たとえば
ブッダが35歳の時はじめて説法を行ったという場面「初転宝
輪（しょてんぽうりん）」（写真）のレリーフには、ブッダや
その弟子たちに交じってヘレニズムに起源
を持つ羽根の生えたキューピッドの姿をみ
ることができます。 
　この展覧会では、ブッダの生涯を彫った
たくさんのレリーフが展示されています。
ブッダの物語とともに異文化交流のかたち
をみつけだすのも楽しいと思います。 

＜特別展＞　平山郁夫コレクション 

いろどり 

・ ・ 

！ 


